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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像モードの設定手段、
　上記撮像モードが設定されている状態におけるシャッタ・レリーズ・ボタンの押下に応
じて被写体を撮像し、一駒分の被写体像を表す画像データを出力する撮像手段、
　上記撮像手段から出力された画像データを所定の間引き率によって間引く間引き手段、
　上記間引き手段によって間引かれた画像データを間引き画像データとして着脱自在の第
１の記録媒体に記録する第１の記録制御手段、
　上記間引き手段によって間引き画像データが間引かれた画像データの残りの画像データ
を差分画像データとして上記第１の記録媒体とは異なる着脱自在の第２の記録媒体に記録
する第２の記録制御手段、
　再生モードの設定手段、
　上記再生モードが設定されたことに応じて、上記第１の記録媒体および上記第２の記録
媒体がディジタル・スチル・カメラに装填されていることを検出する検出手段、
　上記検出手段によって第１および第２の記録媒体の両方の装填が検出された場合には，
上記第１の記録媒体に記録されている間引き画像データおよび上記第２の記録媒体に記録
されている差分画像データを合成して再生する合成画像再生手段、ならびに
　上記検出手段によって第１の記録媒体のみの装填が検出された場合には、上記第１の記
録媒体に記録されている間引き画像データによって表される画像を再生する間引き画像再
生手段、
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　を備えたディジタル・スチル・カメラ。
【請求項２】
　上記検出手段によって第１の記録媒体および第２の記録媒体の両方の装填が検出されな
かった場合、ならびに第２の記録媒体のみの装填が検出された場合には，エラー処理する
エラー処理手段を備えている、
　請求項１に記載のディジタル・スチル・カメラ。
【請求項３】
　消去モードの設定手段、
　上記消去モードが設定されたことに応じて、上記第１の記録媒体および上記第２の記録
媒体がディジタル・スチル・カメラに装填されていることを検出する検出手段、ならびに
　上記検出手段による装填検出に応じて、上記第１の記録媒体に記録されている間引き画
像データを消去する消去手段、
　をさらに備えた請求項１に記載のディジタル・スチル・カメラ。
【請求項４】
　撮像モードの設定を受付け、
　上記撮像モードが設定されている状態におけるシャッタ・レリーズ・ボタンの押下に応
じて被写体を撮像し、一駒分の被写体像を表す画像データを得、
　得られた画像データを所定の間引き率によって間引き、
　間引かれた画像データを間引き画像データとして着脱自在の第１の記録媒体に記録し、
　間引き画像データが間引かれた画像データの残りの画像データを差分画像データとして
上記第１の記録媒体とは異なる着脱自在の第２の記録媒体に記録し、
　再生モードの設定を受付け、
　再生モードが設定されたことに応じて、上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体
がディジタル・スチル・カメラに装填されていることを検出し、
　第１および第２の記録媒体の両方の装填が検出された場合には，上記第１の記録媒体に
記録されている間引き画像データおよび上記第２の記録媒体に記録されている差分画像デ
ータを合成して再生し，
　第１の記録媒体のみの装填が検出された場合には、上記第１の記録媒体に記録されてい
る間引き画像データによって表される画像を再生する、
　ディジタル・スチル・カメラの動作制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
この発明は、ディジタル・スチル・カメラ（携帯型情報機器にカメラの機能を持たせたも
のを含む）およびその動作制御方法に関する。
【０００２】
【発明の背景】
ディジタル・スチル・カメラは、被写体を撮像し、被写体像を表す画像データをメモリ・
カードなどの記録媒体に記録するものである。インターネットなどのネットワークの整備
、パーソナル・コンピュータの進展などに伴い画像データの送受信が可能となっている。
画像データの送受信が可能であることからディジタル・スチル・カメラの重要性も増して
きており、ディジタル・スチル・カメラも発展してきている。
【０００３】
【発明の開示】
この発明は、ディジタル・スチル・カメラをさらに発展させた一形態を提供するものであ
る。
【０００４】
この発明によるディジタル・スチル・カメラは、被写体を撮像し、一駒分の被写体像を表
す画像データを出力する撮像手段、上記撮像手段から出力された画像データの主画像デー
タを第１の記録媒体に記録する第１の記録制御手段、ならびに上記第１の記録制御手段に
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より上記第１の記録媒体に記録された主画像データに関連する関連画像データおよび上記
主画像データによって表される主画像の再現に必要な関連情報データのうち少なくとも一
方の関連データを出力する出力手段を備えていることを特徴とする。
【０００５】
この発明は、上記ディジタル・スチル・カメラに適した動作制御方法も提供している。す
なわち、この方法は、被写体を撮像し、一駒分の被写体像を表す画像データを得、得られ
た画像データの主画像データを第１の記録媒体に記録し、上記第１の記録媒体に記録され
た主画像データに関連する関連画像データおよび上記主画像データによって表される主画
像の再現に必要な関連情報データのうち少なくとも一方の関連データを出力するものであ
る。
【０００６】
この発明によると、被写体が撮像され、被写体像を表す画像データが得られる。得られた
画像データのうち、主画像データは上記第１の記録媒体に記録され、関連画像データおよ
び関連情報データのうちの少なくとも一方の関連データは出力される。主画像データのみ
ならず、主画像データに関連した関連画像データおよび関連情報データが出力され、たと
えば、上記第１の記録媒体とは異なる第２の記録媒体に記録することができる（第２の記
録制御手段）。
【０００７】
主画像データは、撮像により得られた画像データそのものであってもよい。主画像データ
が撮像により得られた画像データそのものの場合には、主画像データによって表される主
画像（被写体像）の縮小画像を表す縮小画像データを第２の記録媒体に記録できる。縮小
画像データは第２の記録媒体に記録されるので、第１の記録媒体を使用しなくとも済む。
縮小画像データを記録することにより第１の記録媒体の容量が少なくなってしまうことを
防止できる。しかも、縮小画像データは、第２の記録媒体から得られる。
【０００８】
主画像データは間引きされた画像データであってもよい。この場合、たとえば、上記撮像
手段から出力された画像データを所定の間引き率によって間引く間引き手段をさらに備え
る。上記第１の記録制御手段は、上記間引き手段によって間引かれた画像データを主画像
データとして上記第１の記録媒体に記録するものとなろう。また、上記第２の記録制御手
段は、上記間引き手段によって主画像データから間引かれた画像データの残りの画像デー
タを、上記第２の記録媒体に記録するものとなろう。
【０００９】
上記第１の記録媒体に記録された間引き後の画像データを用いて被写体像の概要を把握す
ることができる。画像データは間引かれているので、データ量が少なくなっている。この
ために、第１の記録媒体には実質的に多くの駒数の画像を記録できる。また、被写体を主
画像データから間引かれた画像データの残りの画像データは、上記第２の記録媒体に記録
されるから、上記第１の記録媒体に記録された画像データと上記第２の記録媒体に記録さ
れた画像データとから、高画質の被写体像を再現することもできるようになる。
【００１０】
主画像データは、圧縮された画像データであってもよい。この場合、上記撮像手段から出
力された画像データを圧縮する圧縮手段をさらに備える。上記第１の記録制御手段は、上
記圧縮手段によって圧縮された画像データを主画像データとして上記第１の記録媒体に記
録するものとなろう。上記第２の記録制御手段は、上記圧縮手段によって圧縮された画像
データの伸長に必要なデータを上記第２の記録媒体に記録するものとなろう。
【００１１】
上記第２の記録媒体には圧縮された画像データの伸長に必要なデータが記録されるから、
上記第１の記録媒体に記録できる実質的な画像データ量を増やすことができる。多くの駒
の画像を表す画像データを第１の記録媒体に記録できるようになる。しかも、上記第１の
記録媒体と上記第２の記録媒体の両方の媒体が無ければ圧縮された画像データを伸長でき
ないので、上記第１の記録媒体と上記第２の記録媒体とを別々に管理することにより、第
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１の記録媒体に記録されている画像データによって表される画像を秘密にできるようにな
る。
【００１２】
上記撮像手段から出力された画像データを、所定単位ずつ上記第１の記録媒体または上記
第２の記録媒体に記録するように、上記第１の記録制御手段および上記第２の記録制御手
段を制御する手段をさらに備えてもよい。
【００１３】
上記第１の記録媒体と上記第２の記録媒体の両方の媒体が無ければ画像データを正確に再
生できないので、上記第１の記録媒体と上記第２の記録媒体とを別々に管理することによ
り、第１の記録媒体に記録されている画像データによって表される画像を秘密にできるよ
うになる。
【００１４】
上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタル・スチル・カメラから着脱自
在であってもよい。この場合、上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタ
ル・スチル・カメラに装填されていることを検出する検出手段、ならびに上記検出手段に
よる装填検出に応じて上記第１の記録制御手段による主画像データの上記第１の記録媒体
への記録および上記第２の記録制御手段による関連データの上記第２の記録媒体への記録
を行うように上記第１の記録制御手段および上記第２の記録制御手段を制御する手段をさ
らに備えることとなろう。
【００１５】
上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタル・スチル・カメラから着脱自
在の場合に、再生モードの設定手段、上記設定手段により再生モードが設定されたことに
応じて、上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタル・スチル・カメラに
装填されていることを検出する検出手段、ならびに上記検出手段による装填検出に応じて
、上記第１の記録媒体に記録されている主画像データを再生する再生手段をさらに備えて
もよい。
【００１６】
上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体の両方の媒体がそろわなければ上記第１の
記録媒体に記録されている主画像データを再生できないようになる。主画像データによっ
て表される主画像を秘密に管理するという展開が可能となるる。
【００１７】
上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタル・スチル・カメラから着脱自
在な場合に、消去モードの設定手段、上記設定手段により消去モードが設定されたことに
応じて、上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタル・スチル・カメラに
装填されていることを検出する検出手段、ならびに上記検出手段による装填検出に応じて
、上記第１の記録媒体に記録されている主画像データを消去する消去手段をさらに備えて
もよい。
【００１８】
上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体の両方の媒体がそろわなければ上記第１の
記録媒体に記録されている主画像データを再生できないようになる。主画像データが無断
で消去されてしまうことを防止できるようになる。
【００１９】
上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタル・スチル・カメラから着脱自
在の場合に、再生モードの設定手段、上記設定手段により再生モードが設定されたことに
応じて、上記第１の記録媒体および上記第２の記録媒体がディジタル・スチル・カメラに
装填されていることを検出する検出手段、ならびに上記検出手段による装填検出に応じて
、上記第１の記録媒体に記録されている主画像データおよび上記第２の記録媒体に記録さ
れている関連データを用いて上記被写体像を再生する再生手段をさらに備えてもよい。
【００２０】
たとえば、上記第１の記録媒体に記録されている主画像データが撮像画像データそのもの
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であり、上記第２の記録媒体に記録されている画像データが縮小画像データの場合には、
主画像とその縮小画像の両方の画像が得られる。また、上記第１の記録媒体に記録されて
いる主画像データが間引き画像データであり、上記第２の記録媒体に記録されている関連
画像データが撮像画像データから間引き画像データを除いた差分画像データの場合には、
上述したように高画質の被写体像を再生できる。さらに、上記第１の記録媒体に記録され
ている主画像データが圧縮画像データであり、上記第２の記録媒体に記録されている関連
データがその圧縮画像データを伸長するのに必要な関連情報データの場合には、関連情報
データを用いて圧縮画像データを伸長できるようになる。さらに、画像データが所定単位
ごとに上記第１の記録媒体または上記第２の記録媒体に記録されている場合には、両方の
媒体に記録されている画像データを読み取ることにより正確な被写体像を再生できるよう
になる。
【００２１】
上記出力手段が、上記関連データを、上記第２の記録媒体に記録する記録装置に送信する
送信手段であってもよい。ディジタル・スチル・カメラに上記第２の記録制御手段が無く
とも上述した関連データを上記第２の記録媒体に記録させることができるようになる。
【００２２】
【実施例の説明】
図１は、この発明の実施例を示すもので、ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示
すブロック図である。
【００２３】
ディジタル・スチル・カメラの全体の動作は、メインＣＰＵ16によって統括される。この
メインＣＰＵ16は、後述するようにサムネイル画像の生成処理、間引き処理などの各種処
理を実行する機能を有している。
【００２４】
この実施例によるディジタル・スチル・カメラは、主メモリ・カード31および副メモリ・
カード32の２枚のメモリ・カードの装着が可能である。このために、主メモリ・カード31
用のインターフェイス14および副メモリ・カード32用のインターフェイス15が設けられて
いる。
【００２５】
ディジタル・スチル・カメラには、撮像モード、再生モードなどのモードを設定するモー
ド・ダイアル18が設けられている。このモード・ダイアル18のモード設定信号は、メイン
ＣＰＵ16に入力する。また、ディジタル・スチル・カメラには所定のデータが記憶されて
いるEEPROM19が設けられている。EEPROM19に記憶されているデータはメインＣＰＵ16によ
って読み取られる。さらに、シャッタ・スイッチ20の押し下げを示す信号もメインＣＰＵ
16に入力する。また、設定されたモード等の操作状況を表示するための操作用ＬＣＤ17も
設けられている。
【００２６】
ディジタル・スチル・カメラには、メインＣＰＵ16と通信可能な測光／測距ＣＰＵ９も設
けられている。この測光／測距ＣＰＵ９によりフォーカス・レンズ１のフォーカス量およ
び絞り２の絞り値が制御される。
【００２７】
ディジタル・スチル・カメラはストロボ撮影が可能である。ストロボ撮影用のストロボ発
光装置11が設けられている。このストロボ発光装置11は、充電／発光制御回路10によって
発光が制御される。
【００２８】
さらに、ディジタル・スチル・カメラには、電源回路12が設けられている。この電源回路
12により各回路に電源が供給される。
【００２９】
撮像モードが設定されると、フォーカス・レンズ１によって結像した被写体像は、絞り２
を介してＣＣＤ３の受光面上に結像する。クロック・ジェネレータ８から出力されるクロ
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ック・パルスにもとづいて、ＣＣＤ３から被写体像を表す映像信号が出力される。
【００３０】
映像信号は、白バランス／γ処理回路４において白バランス調整およびガンマ処理が実行
されアナログ／ディジタル変換回路５に入力する。映像信号は、アナログ／ディジタル変
換回路５においてＲＧＢのディジタル画像データに変換される。ＲＧＢのディジタル画像
データは、バッファ・メモリ６を通過して、ＹＣ処理回路７に入力する。ＹＣ処理回路７
において輝度データＹならびに色差データＲ－ＹおよびＢ－Ｙが生成される。生成された
輝度データＹならびに色差データＲ－ＹおよびＢ－Ｙは、ＹＣ／ＲＧＢ変換回路21におい
てＲＧＢの画像データに戻される。ＲＧＢ画像データがドライバ22に与えられることによ
り、画像表示用ＬＣＤ23に被写体像が表示される。
【００３１】
シャッタ・スイッチ20が押し下げられると、上述のようにしてＹＣ処理回路７において生
成された輝度データＹならびに色差データＲ－ＹおよびＢ－Ｙがバッファ・メモリ６に与
えられ一時的に記憶される。輝度データＹならびに色差データＲ－ＹおよびＢ－Ｙは、必
要に応じて圧縮／伸長回路13において圧縮される。圧縮された輝度データＹならびに色差
データＲ－ＹおよびＢ－Ｙが後述するように、主メモリ・カード31、副メモリ・カード32
などに記録される。
【００３２】
モード・ダイアル18により再生モードが設定されると、主メモリ・カード31等に記録され
ている圧縮画像データが読み取られる。読み取られた圧縮画像データが圧縮／伸長回路13
において伸長される。伸長された画像データがＹＣ／ＲＧＢ変換回路21においてＲＧＢ画
像データに変換され、ドライバ22に与えられる。主メモリ・カード31に記録されている画
像データによって表される画像が画像表示用ＬＣＤ23に表示されることとなる。
【００３３】
また、ディジタル・スチル・カメラに近距離通信などを行うための通信インターフェイス
24およびアンテナ25を設けてもよい。後述するように、撮像により得られた画像データ等
をディジタル・スチル・カメラ以外のパーソナル・コンピュータ等に送信およびパーソナ
ル・コンピュータから送信された画像データ等を受信することができるようになる。
【００３４】
図２（Ａ）は、主メモリ・カード31のデータ構造（ファイル構造）を示すもので、図２（
Ｂ）は、副メモリ・カード32のデータ構造を示すものである。
【００３５】
主メモリ・カード31および副メモリ・カード32のいずれにも管理領域および記録領域が含
まれている。
【００３６】
主メモリ・カード31の記録領域には、撮像により得られ、圧縮された画像データ（本画像
データといい、本画像データによって表される画像を本画像という）（画像ファイル）が
記録される。
【００３７】
副メモリ・カード32の記録領域には、本画像のサムネイル画像を表すサムネイル画像デー
タが記録される。
【００３８】
主メモリ・カード31および副メモリ・カード32のいずれ管理領域にも、それぞれのメモリ
・カードの属性情報、記録領域に記録されている画像ファイルが記録領域のどこに記録さ
れているかを管理するためのファイル管理情報および主メモリ・カード31に記録されてい
る本画像データと主メモリ・カード32に記録されているサムネイル画像データとの対応関
係（たとえば、本画像データのファイル名とサムネイル画像データのファイル名）を示す
テーブルを格納するファイル関連づけ情報が記憶される。
【００３９】
図３は、図２（Ａ）および（Ｂ）に示すように主メモリ・カード31に本画像データを記録
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し、副メモリ・カード32にサムネイル画像データを記録するときの処理手順を示すフロー
チャートである。
【００４０】
上述のようにモード・ダイアル18により撮像モードが設定され、シャッタ・スイッチ20が
押されると（ステップ41でＹＥＳ）、上述のように被写体が撮像され、被写体像を表す輝
度データＹならびに色差データＢ－ＹおよびＲ－Ｙ（以下、単に画像データという）が生
成され、バッファ・メモリ６に記憶される（撮影処理、ステップ42）。
【００４１】
バッファ・メモリ６に記憶された画像データが読み出され、メインＣＰＵ16によってサム
ネイル画像データが生成される（ステップ43）。
【００４２】
ディジタル・スチル・カメラに主メモリ・カード31と副メモリ・カード32との複数のメモ
リ・カードが装填されていると（ステップ44でＹＥＳ）、生成されたサムネイル画像デー
タが圧縮／伸長回路13において圧縮され、インターフェイス15を介して副メモリ・カード
32に与えられる。図２（Ｂ）に示したように副メモリ・カード32にサムネイル画像データ
が記録される（ステップ45）。また、撮像によって得られた本画像データは、圧縮／伸長
回路13において圧縮され、インターフェイス14を介して主メモリ・カード31に与えられる
。図２（Ａ）に示したように、本画像データが主メモリ・カード31に記録される（ステッ
プ46）。
【００４３】
さらに、主メモリ・カード31および副メモリ・カード32の管理領域のそれぞれにファイル
関連付け情報が記録される（ステップ47）。これにより本画像とサムネイル画像とが対応
づけられることとなる。必要に応じてメモリ・カードを識別するためのＩＤも記録される
のはいうまでもない。さらに、主メモリ・カード31および副メモリ・カード32の管理領域
に記録されているファイル管理情報が更新される（ステップ48）。
【００４４】
ディジタル・スチル・カメラに、主メモリ・カード31または副メモリ・カード32の一方の
メモリ・カードのみが装填されていると（ステップ44でＮＯ）、装填されているメモリ・
カードの記録領域に本画像データおよびサムネイル画像データが記録される（ステップ49
）。その後、本画像データおよびサムネイル画像データが記録されたメモリ・カードの管
理領域のファイル管理情報が更新される（ステップ50）。
【００４５】
主メモリ・カード31および副メモリ・カード32のいずれもディジタル・スチル・カメラに
装填されていない場合には、本画像データおよびサムネイル画像データはメモリ・カード
に記録できないのはいうまでもない。
【００４６】
主メモリ・カード31にはサムネイル画像データを記録しなくともよいからその分本画像デ
ータを記録できる。実質的に多くの駒の本画像を表す本画像データを主メモリ・カード31
に記録できる。しかも、サムネイル画像データは、副メモリ・カード32に記録されている
から、必要であればサムネイル画像を再生することもできるようになる。
【００４７】
図４（Ａ）および（Ｂ）から図６は、他の実施例を示すものである。
【００４８】
図４（Ａ）は、主メモリ・カード31のデータ構造を、図４（Ｂ）は、副メモリ・カード32
のデータ構造を示している。
【００４９】
（Ａ）を参照して、主メモリ・カード31の記録領域には、撮像によって得られた画像デー
タによって得られた被写体像を所定の間引き率によって間引いて得られる画像（低解像度
画像）を表す間引き画像データが記録される。管理領域には、属性情報、ファイル管理情
報およびファイル関連情報が記録されるのは、図２（Ａ）に示すものと同じである。
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【００５０】
（Ｂ）を参照して、副メモリ・カード32の記録領域には、被写体像から、被写体像に対応
する間引き画像を引いたときに得られる画像（差分画像）を表す差分画像データが記録さ
れる。差分画像データと間引き画像データとを用いることにより、撮像により得られた解
像度の高い被写体像を再現できる。副メモリ・カード32の管理領域にも、属性情報、ファ
イル管理情報およびファイル関連情報が記録されるのは、図３（Ａ）に示すものと同じで
ある。
【００５１】
図５は、ディジタル・スチル・カメラの記録処理手順を示すフローチャートである。
【００５２】
モード・ダイアル18を用いて撮像モードが設定され、シャッタ・スイッチ20がオンされる
と（ステップ61）、撮影処理が行われ（ステップ62）、画像データがバッファ・メモリ６
に一時的に格納される。
【００５３】
バッファ・メモリ６から所定の間引き率によって画像データが読み出されると間引き画像
を表す画像データが得られる（間引き画像の生成、ステップ63）。バッファ・メモリ６か
ら読み出されていない画像データが差分データとなる。
【００５４】
ディジタル・スチル・カメラに主メモリ・カード31および副メモリ・カード32との両方の
メモリ・カードが装填されていると（ステップ64でＹＥＳ）、上述のようにバッファ・メ
モリ６から所定の間引き率によって間引いて読み出された画像データ（間引き画像データ
）が主メモリ・カード31に記録される（ステップ65）。また、バッファ・メモリ６に残っ
ている差分画像データが読み取られ、副メモリ・カード32に記録される（ステップ66）。
【００５５】
主メモリ・カード31および副メモリ・カード32のそれぞれの管理領域に間引き画像データ
と対応する差分画像データとの関連付け情報を記録し（ステップ67）、かつ管理情報を更
新する（ステップ68）のは上述したのと同様である。
【００５６】
ディジタル・スチル・カメラに主メモリ・カード31または副メモリ・カード32の一方が装
填されているときには（ステップ64でＮＯ）、装填されているメモリ・カードに間引き画
像データおよび差分画像データが記録される（ステップ69）。その後、管理情報が更新さ
れる（ステップ70）。
【００５７】
図６は、ディジタル・スチル・カメラの再生処理手順を示すフローチャートである。上述
したように、主メモリ・カード31に間引き画像データが、副メモリ・カード32に差分画像
データが記録されているものとする。
【００５８】
ディジタル・スチル・カメラに主メモリ・カード31および副メモリ・カード32の複数のメ
モリ・カードが装填されているかどうかがメインＣＰＵ16によって確認される（ステップ
71）。
【００５９】
複数のメモリ・カードが装填されている場合には（ステップ71でＹＥＳ）、主メモリ・カ
ード31のファイル管理情報、副メモリ・カード32のファイル管理情報がそれぞれ読み取ら
れる（ステップ72、73）。主メモリ・カード31および副メモリ・カード32のそれぞれにフ
ァイル管理情報が記録されているかどうかが確認される（ステップ74）。つづいて、ファ
イル管理情報に、再生すべき画像の駒を特定する再生画像番号の管理情報があるか確認さ
れる（ステップ75）。さらに、副メモリ・カード32に指定された再生画像番号に対応する
差分画像データが記録されているかどうかも確認される（ステップ76）。指定された再生
画像番号に対応する間引き画像データが主メモリ・カード31に記録されているかどうかも
確認されていることはいうまでもない。
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【００６０】
ステップ74から76においてすべてＹＥＳであると、主メモリ・カード31から間引き画像デ
ータが、副メモリ・カード32から対応する差分画像データが読み取られる。読み取られた
間引き画像データと差分画像データとが合成され、被写体像を表す画像データが得られる
（ステップ77）。合成により得られた画像データが画像表示用ＬＣＤ23に与えられること
により、高画質の被写体像が表示されることとなる。もっとも、ディジタル・スチル・カ
メラに出力端子を設け、高画質の画像は外部の表示装置に表示するようにしてもよい。
【００６１】
ステップ74から76のうちいずれか一つでもＮＯであると、画像合成ができないのでその旨
が警告として画像表示用ＬＣＤ23に表示される（ステップ79）。
【００６２】
上述した実施例においては、関連付け情報および指定された再生画像番号の管理情報が主
メモリ・カード31および副メモリ・カード32の両方に記録されていなければ画像合成処理
されないが、主メモリ・カード31または副メモリ・カード32のいずれか一方に記録されて
いる場合には、画像合成を許可するようにしてもよい。
【００６３】
ディジタル・スチル・カメラに複数のメモリ・カードが装填されていない場合には（ステ
ップ71）、主メモリ・カード31が装填されているかどうかが確認される（ステップ80）。
【００６４】
主メモリ・カード31が装填されている場合には（ステップ80でＹＥＳ）、主メモリ・カー
ド31に記録されている間引き画像データが読み取られる（ステップ81）。読み取られた間
引き画像データが画像表示用ＬＣＤ23に与えられ、間引き画像が表示されることとなる（
ステップ82）。間引き画像は、合成により得られた画像に比べて画質は高くないが画像の
概要は確認できるようになる。
【００６５】
主メモリ・カード31のみが装填されているときには、間引き画像を再生しているが、主メ
モリ・カード31と副メモリ・カード32との両方のメモリ・カードが装填されていなければ
間引き画像の再生も禁止するようにしてもよい。
【００６６】
図７（Ａ）および（Ｂ）ならびに図８は、さらに他の実施例を示すものである。
【００６７】
図７（Ａ）は主メモリ・カード31のデータ構造を示し、図７（Ｂ）は、副メモリ・カード
32のデータ構造を示している。
【００６８】
（Ａ）を参照して、主メモリ・カード31の記録領域には圧縮された画像データが記録され
る。管理領域には、上述したように属性情報、ファイル管理情報およびファイル関連づけ
情報が記録される。
【００６９】
（Ｂ）を参照して、副メモリ・カード32の記録領域には主メモリ・カード31に記録された
圧縮画像データを生成するときに用いられた量子化テーブルおよびハフマン・テーブルが
記録される。これらの量子化テーブルおよびハフマン・テーブルを用いることにより、主
メモリ・カード31に記録される圧縮画像データを伸長することができる。副メモリ・カー
ド32の管理領域には、属性情報、ファイル管理情報およびファイル関連づけ情報が記録さ
れるのは上述したのと同様である。
【００７０】
図８は、ディジタル・スチル・カメラの記録処理手順を示すフローチャートである。
【００７１】
モード・ダイアル18を用いて撮像モードが設定され、かつシャッタ・スイッチ20が押され
ると（ステップ91でＹＥＳ）、上述したように撮影処理が行われ（ステップ92）、被写体
像を表す画像データがバッファ・メモリ６に一時的に記憶される。画像データは、バッフ
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ァ・メモリ６から読み出され、EEPROM19に格納されている量子化テーブルおよびハフマン
・テーブルを用いてメインＣＰＵ16においてＪＰＥＧ（joint photographic experts gro
up）圧縮が実行される（ステップ93）。圧縮された画像データは、バッファ・メモリ６に
再び記憶される。
【００７２】
ディジタル・スチル・カメラに主メモリ・カード31と副メモリ・カード32との複数のメモ
リ・カードが装填されていると（ステップ94でＹＥＳ）、画像データの圧縮に用いられた
量子化テーブルおよびハフマン・テーブルがEEPROM19から読み取られ、主メモリ・カード
32に記録される（ステップ95）。また、バッファ・メモリ６から圧縮された画像データが
読み取られる。読み取られた圧縮画像データが主メモリ・カード31に記録される（ステッ
プ96）。主メモリ・カード31には圧縮された画像データが記録され、副メモリ・カード32
は量子化テーブルおよびハフマン・テーブルが記録されるので、対応する両方のメモリ・
カードがそろったときに伸長処理ができるようになる。
【００７３】
主メモリ・カード31および副メモリ・カード32に関連づけ情報が記録され（ステップ97）
、かつ管理情報が更新される（ステップ98）のは上述したのと同様である。
【００７４】
ディジタル・スチル・カメラに複数のメモリ・カードは装填されていないときには（ステ
ップ94でＮＯ）、装填されているメモリ・カードにＪＰＥＧ圧縮された画像データを含む
ＪＰＥＧファイル（量子化テーブルおよびハフマン・テーブルを含む）が記録される（ス
テップ99）。その後、管理情報が更新される（ステップ100）。メモリ・カードにはＪＰ
ＥＧファイルが記録されるので、そのＪＰＥＧファイルが記録されているメモリ・カード
があれば画像データを伸長できる。
【００７５】
図９（Ａ）および（Ｂ）から図12は、さらに他の実施例を示すものである。
【００７６】
（Ａ）を参照して、主メモリ・カード31の記録領域にはバッファ・メモリ６に一時的に記
憶されたときに偶数アドレスに記憶されていた画像データが圧縮されて記録される（偶数
アドレス圧縮画像データ）。
【００７７】
（Ｂ）を参照して、副メモリ・カード32の記録領域には主メモリ・カードに記録された圧
縮画像データに対応し、バッファ・メモリ６に一時的に記憶されたときに奇数アドレスに
記憶されていた画像データが圧縮されて記録される（奇数アドレス圧縮画像データ）。
【００７８】
主メモリ・カード31に記録された偶数アドレス圧縮画像データおよび副メモリ・カード32
に記録された奇数アドレス圧縮画像データを用いて一駒の画像を再現できる。主メモリ・
カード31および副メモリ・カード32のそれぞれの管理領域には、属性情報、ファイル管理
情報およびファイル関連づけ情報が記録されるのはいうまでもない。
【００７９】
図10は、ディジタル・スチル・カメラの記録処理手順を示すフローチャートである。
【００８０】
モード・ダイアル18により撮像モードが設定され、かつシャッタ・スイッチ20がオンされ
ることにより（ステップ101でＹＥＳ）、上述したように撮影処理が行われる（ステップ1
02）。被写体像を表す画像データがバッファ・メモリ６に一時的に記憶される。
【００８１】
画像データは、バッファ・メモリ６から読み出され、圧縮／伸長回路13において圧縮され
る（ステップ103）。圧縮された画像データが再びバッファ・メモリ６に一時的に記憶さ
れる。
【００８２】
ディジタル・スチル・カメラに主メモリ・カード31および副メモリ・カード32の複数のメ
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モリ・カードが装填されているときには（ステップ104でＹＥＳ）、バッファ・メモリ６
から偶数アドレスに記憶された圧縮画像データが読み出され、主メモリ・カード31に与え
られる。主メモリ・カード31に偶数アドレス圧縮画像データが記録される（ステップ105
）。また、バッファ・メモリ６から奇数アドレスに記憶された圧縮画像データが読み出さ
れ、副メモリ・カード32に与えられる。副メモリ・カード32に、主メモリ・カード31に記
録された画像データに対応する奇数アドレス圧縮画像データが記録される（ステップ106
）。
【００８３】
主メモリ・カード31および副メモリ・カード32に偶数アドレス圧縮画像データと対応する
奇数アドレス圧縮画像データとの関連情報が記録され（ステップ107）、かつ管理情報も
更新される（ステップ108）。
【００８４】
ディジタル・スチル・カメラに主メモリ・カード31または副メモリ・カード32のいずれか
のメモリ・カードのみが装填されている場合には（ステップ104でＮＯ）、装填されてい
るメモリ・カードに圧縮された画像ファイルが記録される（ステップ109）。この場合、
偶数アドレス圧縮画像データと奇数アドレス圧縮画像データとに分けられないのはいうま
でもない。また、管理情報も更新される（ステップ110）。
【００８５】
図11は、主メモリ・カード31への偶数アドレス圧縮画像データの書き込みタイミングと副
メモリ・カード32への奇数アドレス圧縮画像データの書き込みタイミングとを示すタイム
・チャートである。
【００８６】
主メモリ・カード31には、時刻ｔ１の時点において偶数アドレス圧縮画像データの書き込
み指令が与えられ、時刻ｔ２まで書き込まれる。時刻ｔ３となると次の偶数アドレスの画
像データの書き込み指令が与えられ、時刻ｔ４の間まで書き込まれる。
【００８７】
副メモリ・カード32には、時刻ｔ５の時点において奇数アドレスの画像データの書き込み
指令が与えられ、時刻ｔ６まで書き込まれる。時刻ｔ７となると次の奇数アドレスの画像
データの書き込み指令が与えられ、時刻ｔ８の間まで書き込まれる。
【００８８】
時刻ｔ５から時刻ｔ２の間の期間および時刻ｔ７から時刻ｔ４の間の期間は偶数アドレス
の画像データの書き込みと奇数アドレスの画像データの書き込みとを同時に行うことがで
きるので、１駒分の画像データの書き込み時間を短縮できる。偶数アドレス圧縮画像デー
タは時刻ｔ１～ｔ５、時刻ｔ３～ｔ７の間に主メモリ・カード31に与えられており奇数ア
ドレス圧縮画像データとのコンフリクトが防止されているのはいうまでもない。
【００８９】
再生時には、主メモリ・カード31と対応する副メモリ・カード32との両方のメモリ・カー
ドがなければ画像を再生できないので、主メモリ・カード31と副メモリ・カード32とを別
々のユーザに持たせることにより無断で画像を再生することが未然に防止できる。
【００９０】
図12は、画像データの消去処理手順を示すフローチャートである。この図において図６に
示す処理と同じ処理については同じ符号を付して説明を省略する。
【００９１】
上述のように、主メモリ・カード31に偶数アドレスの画像データが記録され、副メモリ・
カード32に奇数アドレスの画像データが記録されていると、それらのメモリ・カード31お
よび32がディジタル・スチル・カメラに装填されていることを条件に（ステップ71でＹＥ
Ｓ）、消去対象となる画像についての管理情報があるかどうかが確認される（ステップ11
1）。管理情報がある場合には（ステップ111でＹＥＳ）、副メモリ・カード32に関連情報
があることを条件に（ステップ76でＮＯ）、主メモリ・カード31の偶数アドレスの画像デ
ータ、副メモリ・カード32の奇数アドレスの画像データが消去される（ステップ112）。
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その後、主メモリ・カード31および副メモリ・カード32の管理情報が更新される（ステッ
プ113）。
【００９２】
上述の実施例においては、主メモリ・カード31および副メモリ・カード32にファイル管理
情報があることを前提に画像データを消去しているが、ファイル管理情報がない場合にも
画像データの消去を許可してもよい。
【００９３】
図13から図15は、さらに他の実施例を示すものである。
【００９４】
上述した実施例においては、主メモリ・カード31と副メモリ・カード32との２枚のメモリ
・カードを用いていたが、この実施例においては１枚のメモリ・カードがディジタル・ス
チル・カメラに装填される場合であっても上述した各処理ができるものである。もちろん
、ディジタル・スチル・カメラは、２枚のメモリ・カードを装填できるものに限らず、１
枚のメモリ・カードしか装填できないものであってもよい。
【００９５】
図13は、ディジタル・スチル・カメラ120とパーソナル・コンピュータ121とを示している
。
【００９６】
上述したように、ディジタル・スチル・カメラ120には、図１において鎖線を用いて示し
たように、通信インターフェイス24およびアンテナ25が設けられている。これらの通信イ
ンターフェイス24およびアンテナ25によりディジタル・スチル・カメラ120とパーソナル
・コンピュータ121とが互いに無線通信可能である。パーソナル・コンピュータ121にも通
信用のインターフェイスが設けられており、アンテナ（いずれも図示略）が接続されてい
るのはいうまでもない。さらに、パーソナル・コンピュータ121には、上述したように副
メモリ・カード32の代わりとなるハードディスク装置122が接続されている。上述した実
施例において副メモリ・カード32に記録されるべきデータがハードディスク装置122に記
録される。
【００９７】
図14は、ディジタル・スチル・カメラの記録処理手順を示すフローチャートである。
【００９８】
モード・ダイアル18によって撮像モードが設定され、シャッタ・スイッチ20が押されると
（ステップ131でＹＥＳ）、上述したように撮影処理が実行され（ステップ132）、被写体
像を表す画像データがバッファ・メモリ６に一時的に記憶される。上述したように間引き
画像が生成される（ステップ133）。生成された間引き画像を表す間引き画像データもバ
ッファ・メモリ６に一時的に記憶される。
【００９９】
モード・ダイアル18により通信モードが設定される（ステップ134）。パーソナル・コン
ピュータ121との通信が可能であると（ステップ135でＹＥＳ）、間引き画像データがバッ
ファ・メモリ６から読み出され、ディジタル・スチル・カメラに装填されているメモリ・
カードに与えられる。メモリ・カードに間引き画像データが記録される（ステップ136）
。ディジタル・スチル・カメラ120に主メモリ・カード31と副メモリ・カード32との２枚
のメモリ・カードが装填されている場合には、主メモリ・カード31に記録されることとな
ろう。もっとも、副メモリ・カード31に記録するようにしてもよい。また、ディジタル・
スチル・カメラ120が１枚のメモリ・カードのみを装填可能の場合には、その１枚のメモ
リ・カードに画像データが記録される。
【０１００】
また、バッファ・メモリ６から差分画像データが読み出され（間引き画像データを生成す
るときに上述したように差分画像データも生成される）、通信インターフェイス24を介し
てアンテナ25に与えられる。パーソナル・コンピュータ121に、差分画像データが送信さ
れる（ステップ137）。
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【０１０１】
ディジタル・スチル・カメラ120から送信された差分画像データがパーソナル・コンピュ
ータ121において受信されると、その差分画像データがハードディスク122に記録される。
ハードディスク122には対応するメモリ・カードおよびその間引き画像データを特定する
ための関連付け情報が上述した副メモリ・カード32と同様に記録される（ステップ138）
。また、ハードディスク装置122の管理情報も更新される（ステップ139）。
【０１０２】
主メモリ・カード31の関連付け情報が記録され（ステップ138）、かつ管理情報が更新さ
れるのはいうまでもない（ステップ139）。
【０１０３】
ディジタル・スチル・カメラ120とパーソナル・コンピュータ121との通信ができない場合
には（ステップ135でＮＯ）、ディジタル・スチル・カメラに装填されているメモリ・カ
ードに間引き画像データおよび差分画像データが記録される（ステップ140）。また、管
理情報も更新される（ステップ141）。
【０１０４】
上述した実施例においては、差分画像データをパーソナル・コンピュータ121に接続され
ているハードディスク装置122に記録しているが、差分画像データに限らず、そのほかの
データも副メモリ・カード32に記録する代わりにハードディスク装置122に記録できるの
はいうまでもない。
【０１０５】
図15は、ディジタル・スチル・カメラの再生処理手順を示すフローチャートである。
【０１０６】
ディジタル・スチル・カメラ120が通信モードに設定される（ステップ151）。パーソナル
・コンピュータ121と通信可能であれば（ステップ152でＹＥＳ）、ディジタル・スチル・
カメラに装填されているメモリ・カードに記録されてい管理情報が読み取られる（ステッ
プ153）。また、パーソナル・コンピュータ121に接続されているハードディスク122から
対応する差分画像データが読み取られ、パーソナル・コンピュータ121によってディジタ
ル・スチル・カメラ120に送信される。パーソナル・コンピュータ121から送信された差分
画像データがディジタル・スチル・カメラ120において受信される（ステップ154）。
【０１０７】
ディジタル・スチル・カメラ120に装填されているメモリ・カードに関連情報があり（ス
テップ155でＹＥＳ）、再生すべき画像の駒番号に対応する管理情報があり（ステップ156
でＹＥＳ）、かつパーソナル・コンピュータ121にも管理情報があれば（ステップ157でＹ
ＥＳ）、受信した差分画像データとメモリ・カードから読み取った間引き画像データとか
ら画像合成処理が実施される（ステップ157）。高解像度の被写体像が再生される（ステ
ップ159）。パーソナル・コンピュータ121からもハードディスク装置122に記録されてい
る管理情報がディジタル・スチル・カメラ120に送信されているのはいうまでもない。
【０１０８】
ステップ155から157のうち、１つでのＮＯであれば画像表示用ＬＣＤ23に警告が表示され
る（ステップ160）。
【０１０９】
ディジタル・スチル・カメラ120がパーソナル・コンピュータ121と通信できなければ（ス
テップ152でＮＯ）、メモリ・カードに記録されている間引き画像データが読み取られ（
ステップ161）、読み取られた間引き画像データによって表される間引き画像が表示され
ることとなる（ステップ162）。
【図面の簡単な説明】
【図１】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図２】（Ａ）は、主メモリ・カードのデータ構造を示し、（Ｂ）は、副メモリ・カード
のデータ構造を示す。
【図３】記録処理手順を示すフローチャートである。
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【図４】（Ａ）は、主メモリ・カードのデータ構造を示し、（Ｂ）は、副メモリ・カード
のデータ構造を示す。
【図５】記録処理手順を示すフローチャートである。
【図６】再生処理手順を示すフローチャートである。
【図７】（Ａ）は、主メモリ・カードのデータ構造を示し、（Ｂ）は、副メモリ・カード
のデータ構造を示す。
【図８】記録処理手順を示すフローチャートである。
【図９】（Ａ）は、主メモリ・カードのデータ構造を示し、（Ｂ）は、副メモリ・カード
のデータ構造を示す。
【図１０】記録処理手順を示すフローチャートである。
【図１１】主メモリ・カードと副メモリ・カードへの画像データの記録タイミングを示す
タイム・チャートである。
【図１２】消去処理手順を示すフローチャートである。
【図１３】ディジタル・スチル・カメラとパーソナル・コンピュータとを示している。
【図１４】記録処理手順を示すフローチャートである。
【図１５】再生処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
３　ＣＣＤ
６　バッファ・メモリ
13　圧縮／伸長回路
14，15　インターフェイス
16　メインＣＰＵ
18　モード・ダイアル
19　EEPROM
20　シャッタ・スイッチ
23　画像表示用ＬＣＤ
24　通信インターフェイス
25　アンテナ
120　ディジタル・スチル・カメラ
121　パーソナル・コンピュータ
122　ハードディスク装置
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